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•⾳声コミュニケーションでは..

•同じ⾔語情報でも、パラ⾔語情報次第で含意が変わる
• ⾳声翻訳で訳せるか

⾔語情報とパラ⾔語情報



3⾳声翻訳とその課題

•⾳声翻訳
• ある⾔語の⾳声を、別の⾔語の⾳声/テキストへ翻訳

（例） Google翻訳 ,  VoiceTra

•課題
• パラ⾔語（どう⾔ったか）は考慮せず、⾔語情報が同じなら訳も同じに
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• 韻律–韻律マッピングが主な⼿法

• ソース⾔語（SL）の韻律を、ターゲット⾔語（TL）へマッピング [Aguero+ 2006, Kano+ 2013, Do+ 2018]

• 韻律–韻律マッピングの問題点
• SLで韻律で表される意味が、TLでも韻律で表されるとは限らない

=> ⾔語情報で表すことを検討

パラ⾔語翻訳



5

提案⼿法
「どう⾔ったか」を「何を⾔ったか」へ



6韻律–⾔語情報マッピング (1/2)

•韻律–⾔語情報マッピング
• パラ⾔語で表されたフォーカスを、⾔語情報に変換

•フォーカスを表す３つの⼿段

•韻律 →語彙and/or⽂法へ変換すればよい



7韻律–⾔語情報マッピング (2/2)

•フォーカスの韻律→(語彙+⽂法)への変換⽅法
• ⾳声をテキストにパラフレーズ（⾔い換え）

• パラフレーズをTLへ翻訳すれば、TLにてパラ⾔語情報を維持できる



8研究課題

•同⼀⾔語内にてフォーカス（パラ⾔語情報）を⾔語情報へ変換する
ための基礎課題

1. コーパス作成
• 以下のペアを含むコーパスを作成

• 同じ⽂において、異なる語がフォーカスされた発話

• それぞれのフォーカス発話の含意を反映したパラフレーズテキスト

2. コーパス分析
A) （⾳声）: どの語はフォーカスしにくいのか

B) （パラフレーズ） : どのような⽅法で⾳声がパラフレーズされたのか
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コーパス作成



10ベースとなるテキスト

• Flickr8k [Rashtchian+ 2010]

• ⼈や動物の動作を映した8000の画像

• 1つの画像につき、5つの描写キャプションを⼈⼿で追加

• このうち196キャプションをベーステキストとして選択(最⼤語数 6単語)

•フォーカスの場所
• 全ての単語がフォーカスの対象

A beagle and a golden retriever wrestling in the grass
Two dogs are wrestling in the grass.
Two puppies are playing in the green grass.
two puppies playing around in the grass
Two puppies play in the grass × 8000
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• 録⾳者
• 9名のイギリス英語⺟語話者

•指⽰

⾳声収集

• 被験者に提⽰するもの

•結果
• フォーカス⾳声: 2800
• 通常 (フォーカスなし)⾳声: 600

(下線なし,
通常の読み⽅⽤)
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• 被験者
• 16⼈の英語⺟語話者
• 2⼈/フォーカス⾳声

•指⽰

パラフレーズ収集

•被験者に提⽰するもの

•結果
• 2100 パラフレーズ
• （例） ʻIt is a biker enjoying a coffeeʼ

• biker 
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• 被験者
• 16⼈の英語⺟語話者
• 3⼈/パラフレーズ

•指⽰

• それぞれ、1-5の5段階評価

主観評価を基にフィルタリング

• 結果
• フィルタリング後、1700パラフレーズ
がコーパスへ

•被験者に提⽰するもの
• フォーカス⾳声 & パラフレーズ
• e.g.,  It is a biker enjoying a coffee



14収集データの例
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コーパス分析
⾳声について

パラフレーズについて



16録⾳のスキップ

•⾳声収集時の指⽰
• 「その語を強調するのが不⾃然であれば

録⾳をスキップしてください」

•結果
• 約13%の発話がスキップ

• （例） A   boy   runs   through   the   grass

• 全体を通して、冠詞、⽂末語がスキップされる傾向

スキップ
した⼈数 1 2 10 0 0



17（フォーカス語の品詞と位置）とスキップ率の関係

位置: ⽂頭0, ⽂末1.0で正規化した値, スキップ率: 1.0なら録⾳者全員がスキップ

冠詞、⽂末の語はスキップされやすい = フォーカスが置きにくい



18パラフレーズ⽅法の分類化

•どのような⽅法でフォーカス⾳声がパラフレーズされたか

• 元の⽂と、パラフレーズのペアを⽐較

• ⽂法的変化(3パターン)、語彙的変化(3パターン)に分類



19パラフレーズ⽅法⽂法的分類



20パラフレーズ⽅法語彙的分類



21品詞別パラフレーズ⽅法出現頻度

•Q. フォーカスを置く語の品詞によって、パラフレーズ⽅法
が異なるか
• 品詞別、それぞれのパラフレーズパターンが⽤いられる頻度

（1.00であれば、その品詞がフォーカスされると毎回その⼿法で⾔い換えられるということ）
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考察と結論



23考察 (1/2)

•パラ⾔語翻訳への適⽤を念頭に、同⼀⾔語内にて
パラ⾔語情報（どう⾔ったか）の⾔語情報（何を⾔ったか）化
を検討
• コーパスの作成（モデル構築のための学習・評価データ）

• フォーカス位置が異なる発話

• 含意を反映したパラフレーズテキスト

• コーパスの分析（パラ⾔語翻訳モデル構築に有⽤な追加情報）

• フォーカスしにくい語

• パラフレーズ⽅法の分類と品詞別の傾向



24考察 (2/2)

•限界
• ⽂脈を考慮していない

（例）・「なぜその語をフォーカスしているのか︖」

=> 今後⽂脈を考慮したデータ収集や評価を検討



25結論

•パラ⾔語翻訳に新たな⽅向性を提⽰
• 語彙と⽂法を⽤いて、パラ⾔語情報を⾔語情報へとマッピングすることの可

能性を証明

• コーパスと分析の洞察を今後パラ⾔語情報を保持する⾳声翻訳モデル構築へ
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Appendix



28データ収集の場所

• Amazon Mechanical Turk (MTurk)

• クラウドソーシングプラットフォーム

• HITsと呼ばれるタスクを公開し、匿名の作業者Workerがタスクごとに報酬を
得る



29パラフレーズモジュールを含んだ⾳声翻訳モデル



30Corpus Design

Flickr8k 
Captions (196) Paraphrases 1700Normal: 600, Focused 2800

10 British native English speakers 16 native English 
speakers

16 native English 
speakers



31Collection Flow


